災害時対応に関する確認書

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「当施設」という。）と、当施設を利用する宿泊者（以下「宿泊者」という。）は、宿泊中に災害その他の緊急事態が発生した場合の対応について、以下のとおり確認します。

第1条（目的）
本確認書は、宿泊者の滞在中に地震、火災、台風、豪雨、洪水、津波、土砂災害その他の災害またはこれらに準ずる緊急事態が発生した場合に、宿泊者および当施設の従業員その他の関係者の生命および身体の安全を確保するため、必要な対応事項をあらかじめ確認することを目的とします。

第2条（避難経路等の確認）
1　宿泊者は、チェックイン後、客室内または館内に掲示された避難経路図、非常口、避難階段、消火設備および避難場所等の位置を可能な範囲で確認するものとします。
2　宿泊者は、非常口、避難通路、防火扉その他の防災設備の周辺に荷物その他の物品を置き、避難または防災活動を妨げないものとします。
3　当施設は、法令その他の基準に従い、必要な防災設備の維持管理および避難経路の確保に努めます。

第3条（災害発生時の対応）
1　災害が発生し、または発生するおそれがある場合、宿泊者は、自らの安全を確保したうえで、館内放送、警報設備、当施設の従業員による案内その他当施設が提供する情報を確認するものとします。
2　当施設が避難を指示した場合、宿泊者は、自己および周囲の安全に配慮しながら、当施設の従業員の案内または指定された避難経路に従って避難するものとします。
3　宿泊者は、緊急時にエレベーターの使用が禁止または制限されている場合にはこれを使用せず、避難階段その他当施設が指定する経路を利用するものとします。
4　宿泊者は、避難後、当施設または消防、警察、地方公共団体その他の関係機関から指示があるまで、危険な区域へ立ち入らないものとします。

第4条（地震発生時の対応）
1　地震が発生した場合、宿泊者は、落下物、転倒物、ガラスの破損等に注意し、まず自身の身体の安全を確保するものとします。
2　宿泊者は、揺れが収まった後、火災その他の二次災害に注意しながら、当施設から避難指示があった場合にはその指示に従うものとします。
3　津波、土砂災害その他の二次災害が予想される場合、宿泊者は、当施設または関係行政機関等から提供される避難情報に従うものとします。

第5条（火災発生時の対応）
1　宿泊者が火災または煙を発見した場合は、自らの安全を確保したうえで、可能な範囲で速やかに当施設の従業員または消防機関へ通報するものとします。
2　火災発生時には、宿泊者は当施設の館内放送、非常警報設備または従業員の案内に従い、安全な場所へ避難するものとします。
3　宿泊者は、避難に際して煙や炎の状況に十分注意し、危険がある場合には無理に移動せず、安全確保を優先するものとします。

第6条（風水害等への対応）
台風、豪雨、洪水、高潮、津波、土砂災害その他の自然災害が発生し、または発生するおそれがある場合、当施設は、気象情報、避難情報、交通情報その他の情報を踏まえ、必要に応じて館内待機、避難、施設利用の制限その他の安全確保措置を講じることがあります。

第7条（避難場所）
1　災害発生時の避難場所は、災害の種類、規模、周辺状況その他の事情を考慮し、当施設または関係行政機関等が指定する場所とします。
2　災害の状況により、通常指定されている避難場所が利用できない場合には、当施設は可能な範囲で代替となる避難場所または避難方法を案内します。

第8条（負傷者等への対応）
1　災害により宿泊者が負傷し、または体調不良となった場合、当施設は、その時点における人員、設備、周辺状況等を踏まえ、可能な範囲で応急対応、救急要請その他必要と判断する措置を講じます。
2　大規模災害その他の事情により救急車、医療機関その他の救護体制が利用できない場合、対応に時間を要することがあります。
3　宿泊者に持病、障害その他避難時に特別な配慮を必要とする事情がある場合は、可能な範囲で事前に当施設へ申し出るものとします。
第9条（宿泊者の所在確認）
1　災害発生時、当施設は、宿泊者の安否および所在を確認するため、客室、避難場所その他必要な場所において確認を行うことがあります。
2　宿泊者は、安全上可能な場合には、当施設による安否確認、人数確認その他の安全管理に協力するものとします。

第10条（貴重品および携行品）
1　避難時は生命および身体の安全確保を最優先とし、宿泊者は、貴重品、手荷物その他の物品を取りに戻るため、危険な客室または館内へ再度立ち入らないものとします。
2　当施設は、災害発生後、安全が確認された場合には、宿泊者による携行品等の確認または回収について可能な範囲で対応します。

第11条（施設利用の制限）
1　当施設は、災害の発生またはそのおそれがある場合、安全確保のため、客室、浴場、レストラン、駐車場、エレベーターその他の施設または設備の全部または一部について利用を停止または制限することがあります。
2　当施設は、建物、設備、電気、ガス、水道、通信その他の安全が確認できない場合には、宿泊者に対して客室または館外からの退避を求めることがあります。

第12条（宿泊サービスの中断等）
1　災害、停電、断水、交通機関の停止、通信障害、行政機関からの要請その他当施設の合理的な管理を超える事由により、宿泊サービスの全部または一部を提供できない場合があります。
2　前項の場合、当施設は、安全確保を最優先として、宿泊の継続、中断、避難、退館その他必要な措置を判断するものとします。
3　宿泊料金の返金、減額その他の取扱いについては、当施設の宿泊約款、利用規約、予約条件その他適用される条件に従うものとします。

第13条（関係機関の指示）
消防、警察、地方公共団体その他の関係機関から避難、立入制限、施設閉鎖その他の指示または要請があった場合、宿泊者は、当該指示等およびこれに基づく当施設の案内に従うものとします。


第14条（当施設の責任）
1　当施設は、災害発生時に宿泊者の安全を確保するため、法令および施設の防災計画等に基づき、合理的に必要な対応を行うよう努めます。
2　地震、台風、洪水、津波その他の不可抗力によって生じた損害については、当施設に故意または過失がある場合その他法令上責任を負う場合を除き、当施設は責任を負わないものとします。
3　本条は、法令上当施設が負うべき責任を免除または制限するものではありません。

第15条（確認事項）
宿泊者は、以下の事項を確認します。
1　館内の避難経路および非常口について、客室内または館内の案内を確認すること。
2　災害発生時には生命および身体の安全を最優先とすること。
3　館内放送、警報、従業員および関係機関からの避難指示等に従うこと。
4　避難時には危険な場所へ立ち入らず、避難後に自己判断で館内へ戻らないこと。
5　災害の状況によっては、通常の宿泊サービスまたは館内施設を利用できない場合があること。
6　本確認書の内容を確認し、災害発生時の安全確保に協力すること。











確認日：　　　　年　　　月　　　日

宿泊日：　　　　年　　　月　　　日

宿泊者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　

客室番号：　　　　　　　　　　　　　　　

署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者：　　　　　　　　　　　　　　　　

